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流
山

ウクライナでのマレーシア航空の民間旅客機撃墜は

衝撃的です。現場はウクライナ上空とはいえ、親ロ

シア勢力が支配する地域。そのため親ロシア派がウ

クライナの支配地からロシアのミサイルで打ち落と

したというのがもっぱらの説ですが、真相は明らか

になるのか危ぶまれています。先にクリミア半島を

併合したプーチン、ロシア大統領は「ウクライナの

紛争が原因で、それがなければ起こらなかった」な

どと説明にならない言い訳をしています。現地の親

ロシア勢力はこの現場の調査を妨害するばかりか、

遺体の収容さえ妨害するという信じられない暴挙を

繰り返してきています。

自国内から他国軍のミサイルが別の国の航空機を

打ち落とすとい

う話は決して他

人事とは思えま

せん。しかも一

歩間違えば深刻

な国際紛争にな

りかねません。

例えば沖縄上空

で在沖縄米軍が

ロシアや中国の航空機を打ち落とすという類のこと

はまったくあり得ないでしょうか？それは意図的で

あろうと何らかのミスからであろうと、起こってし

まえばことは重大です。

そんな架空の話は……と今までなら切って捨てる

ことも可能だったかもしれません。しかし集団的自

衛権と称して他国で戦争をすることを認める政府の

下では、日本は今まで以上に諸外国との緊張関係を

もつリスクを負うわけであり、決してあり得ない話

ではないでしょう

何だったのか閣議決定

日本の将来を大きく曲げる「集団的自衛権容認」。

国民の前での国会論議はそっちのけで、自民党内や

公明党との裏取引に精力を傾けた安倍内閣はついに

７月１日公明党を含めた閣議決定を強行しました。

つい直前まで「反対」を声高に唱えていた公明党

は自民党との秘密協議で一転して賛成にまわり、閣

議決定に加わりました。「平和の党」を標榜する党

に一縷の望みを抱いていた人々から大きな失望と批

判の声が高まっています。

急いで閣議決定をしたら一瀉千里に関連法を決め、

実働化に走るのかと思いきや、それは来春まで先送

りだと報じられています。

日米防衛協力ガイドライン協議が始まっており、

なんとしても間に合わせ、アメリカに対して有利な

立場に立ちたかったというのが大方の見方。

しかし、いままでと違うのは多くの方が指摘する

ように、靖国問題をはじめ、安倍氏の言動にはアメ

リカの言いなりにはならないという気負いがにじむ。

対米従属からの自立なら多くの国民の望むところで

すが、アメリカと並んで大国となって世界をリード

しようという姿勢にかつての悪夢を思い出します。

一気に法改正まで行こうという姿勢でしたが滋賀

県知事選の敗北や支持率低下のブレーキがかかりま

した。１０月には福島県、１１月には沖縄県の知事

選挙、来春には地方選挙があります。それまでは争

点を拡大して、人気の落下に拍車をかけたくないと

いう思惑のようです。また一方では国際的に安倍方

針をばらまき、日本の集団的自衛権容認を既成事実

化しようとしているとの見方もあります。勝手に国

民を代表されてはたまりません。いまこそ本当の国

民の声を挙げましょう！

百田経営委員が放送内容介入
就任当初から問題発言を繰り返す百田尚樹ＮＨＫ

経営委員は、ＮＨＫの大越キャスターが「在日コリ

アン一世の方たちというのは１９１０年の韓国併合

後に強制的に連れてこられたり、職を求めて移り住

んできた人たちで大変な苦労を重ねて生活を築いて

きた」とコメントしたことに「誤解を招く」などと

経営委員会で発言して問題となっています。個別の

番組に干渉することは放送法で禁じられており、度

重なる経営委員としての適格性を問われる発言。本

人はもとより、任命した安倍内閣の責任が問われま

す。ＮＨＫの元職員たちが籾井会長をはじめとした

委員の辞任を求めているのは異例の事態です。



８月９日（土）は「おおたかの森駅」

１５:３０～１６:３０です
☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺

カンパはこちらの郵便振替口座へ
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はじめ台風避難と称してオスプレイの本土への

デビューを図った米軍と防衛省。その後九州から

岩国、厚木、横田などへの展開拡大を狙っている。

現在普天間飛行場に２４機配備され、なし崩し

的に本土に展開されていくのではないかという不

安が広がっている。７月19日には北海道にまで現

れた。札幌に重低音を響かせて飛来。航空イベン

ト「札幌航空ページェント」参加が理由だが…。

九条の会・流山では閣議決定が強行された

現在、私たちは何をすべきかを臨時に世話人

会を持ち、相談しています、

憲法という国の根幹が一政治家の思惑で無

視されようとしている重大事。新たにステッカー

やチラシ、のぼりなどを作成し、できれば宣伝カー

も出して市民への訴えを強めようと考えています。

会員のみなさん、知恵と力を貸してください。ご

意見をどんどんお寄せください。

自衛の名のもとに
イスラエルの爆撃も自衛？
他国支援の戦いも｢集団的｣自衛？
イスラエルはミサイル防衛だけでなくパレスチ

ナ側のガザ地区に無差別爆撃を繰り返しているば

かりか、わざわざ病院や学校、国連の施設まで狙

い撃ち、

ついに戦

車でパレ

スチナに

攻め込ん

でいる。

これに

たいして

アメリカ

はイスラエルの自衛権を支持すると擁護している。

イスラエルは自衛の名でこれまでも戦争を拡大

し、占領したところには次々入植してイスラエル

人を住まわせ、「領地」を拡大してきた。

先日のBSニュースでは、戦闘の続くイスラエル

に移住したいと希望しているというフランス人の

何百人もの集団が報道されていた。

2000年も差別され続けてきた怨念。民族の国

家を持ちたい悲願の実現だと思い込ませたイギリ

スの無責任なユダヤ国家建設の二枚舌外交。そし

てユダヤ人の豊富な資金をバックにした強力なロ

ビー活動に動かされているアメリカの政治。これ

らが絡み合ってますます抜き差しならない泥沼に

入っている国際政治の大きなゆがみ。

当のイスラエル自体も、パレスチナ人の居住地

を占領すればするほど国内に住む非ユダヤ人の比

率が高まり、ユダヤ人自体が少数派になりかねな

いとの自己矛盾の危機感もあるという。

世界戦争の火種になりかねないこの争い。こん

なときにこそ利害関係の少ない日本は外交的な努

力をすべきではないのだろうか。逆に集団的自衛

権としてアメリカの戦争に加担して深みにはまる

ことは決して自衛でもなければ国益でもない。

前号掲載の流山市議会集団的自衛権についての請願

採択を７月１日の朝日新聞は

集団的自衛権｢待った」採択可決流山のみ
と次のように大きく取り上げました。

「流山市議会では、市内で工務店を経営する日高正一

郎さんが『集団的自衛権の憲法解釈に慎重な協議を求

める』陳情を提出。市議会は自公両党の所属する議員

を含む全会一致で可決し、６月２７日付けで国に意見

書を送った。

日高さんは……「いまの世の中の風潮は、平和を目

指してきた戦後の流れと反対に走り出しているとしか

見えない。次の世代の子どもたちに納得してもらえる

世界にするにはどうしたらいいのか、一人ひとりの議

員に向き合って審議してほしかった。」という。

世話人になってください
憲法をめぐる状況を憂慮して3000円とか1万円とか

カンパを下さる方もあり、感謝しています。

「九条の会・流山」の世話人はそれぞれ別に様々な

仕事を抱えながらなんとか頑張っています。メンバー

が不足です。ぜひ世話人になって下さい。

世話人が無理だという方はニュースやチラシ配布

だけの協力でも大いに助かり、励まされます。


